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設工事の資料から推iIlltされた司そとで. 1 0月25日.図K示したように長さ 42m，幅1m. 
深さ 1mの東西方向のトレシチとA....E5地点K深さ 3mのピットを掘って.地層左らびK遺

























遺物包含層の発掘K際しては. 3.0 m方眼のクリヲ Fを設けた。地層観察用の幅0.5mのア
ぜで区画割りされた各クリ 7ドを.東より西へA夢IJ・B列・ C列・ D列と呼び.さらK北から
南へ. I . 1・1.IV.V.lIと番号をつけた。例えば東北隅のクリアドをA・1区，西南隅
のクリアドをD・司区と呼称した。(付図書照)


















































4. 砥石 1個 1
欠損品ではあるが.二面tc.それぞれ平行するこ条の講を残す。砂岩製o
5. ~j 片約 3 0個O
石器製作中K生じた剥片を採集。材質は大部分サヌカイトで.一部チャートがをじるO
本調査の結果，当地点は.東方K存在する縄文時代後・晩期幸子よび弥生時代前期の遺跡のあ
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第3図 京都丈学Jf宇都矯内1宣n、ぞ掘調査把頭断面図
(断勘繰lま第2図に示す) 田和41年IJf
